
 

 

今までの経歴を教えてください          

技術研究所（取材時） 

 

現在のお仕事は？           

船体構造強度評価に係る研究開発業務 

弊会は船の設計・建造・検査の基準をつくり、その基準どおりに船がつくられ、保守されているか公正な立

場から検査を行うことを主な業務としています。技術研究所は、このような業務に直結した研究開発活動と

海事社会の一員として果たすべき役割に基づく活動を両輪とした取組みを推進しています。 

その中でも私は船体構造の強度に係る研究開発に携わっており、最近は、コンピュータ上に作製した船体構

造を対象にシミュレーションを行い、様々な検討を行っています。私が取り組んでいるものに限らず、技術

研究所での仕事は、船級協会の業務を技術面から支える非常にやりがいのある仕事です。 

 

研究開発成果の規則へのフィードバック 

研究開発は試行錯誤の連続です。例えば、ある現象のメカニズムを明らかにしたい場合、様々なアプローチ

で検討を行いますが、すんなりとメカニズムが明らかになることはほぼありません。試行錯誤の末に、新た

なメカニズムが明らかになった時や、自分の携わった研究開発成果が、規則に目に見える形で反映されたと

きは達成感を感じました。 

安全性の観点から規則を厳しくすることはできますが、過度に厳しい規則は使いづらいものになってしまい

ます。このように安全性と使いやすさはトレードオフの関係にありますが、技術力を使って、より安全かつ

使いやすい規則を開発することが研究開発の重要な役割の一つだと意識し、日々の業務に取り組んでいます。 

 

どうしてNKを選んだのですか？           

国内外で仕事ができる 

私は「国内外で働ける」、「実物を見ることができる」、「大学で学んだ知識を活用できる」という３つの軸で

就職先を探しました。本会がこの条件を満たしており、且つ、本会の中立な第三者機関という立場に惹かれ

て本会への就職を決めました。 

入会後、配属先が技術研究所だと伝えられた時は正直驚きましたが、海外出張や実際の船体を見る機会もあ

り、大学で学んだ知識も使えているので非常に充実しています。 

また、一般財団法人と聞くと旧態依然としたイメージを抱かれがちですが、例えば働き方を例にとれば、時

間単位休暇やテレワークなどに関する制度作り・環境整備が進められており、変化にも積極的だと感じてい

ます。その他にも、機会に恵まれたのもありますが、短期海外留学させて頂けるなど、人材育成にも力が入

れられていると感じています。 

学生・就活中の方へメッセージ         

就職活動中は色々と焦る気持ちがあると思いますが、大切な決断だからこそ、じっくりとした検討が必要だと

思います。色々と悩んだり決めきれないことがあるかもしれませんが、後から思い返したときに「その時点での

最良の選択をした」と思えるような選択をすることが重要だと思います。 


